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（5）「価格決定セミナー」実施報告 
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第１号議案 

入会の承認 

２０２４年１１月２９日から２０２５年１月２９日迄に当所に入会申込みのあった別紙名簿の１１名に 

ついて、入会の承認を求める。 

２０２５年１月３０日    

三条商工会議所    

会頭 兼 古 耕 一 





1 0256-46-0701 2025/2/1

2 090-2433-1519 2025/2/1

3 080-1342-4855 2025/2/1

4 0256-33-9266 2025/2/1

5 090-3524-5878 2025/2/1

6 0256-36-7717 2025/2/1

7 080-2657-4923 2025/2/1

8 050-3567-0354 2025/2/1

9 090-4738-4231 2025/2/1

10 080-7712-4403 2025/2/1

11 0256-33-1608 2025/2/1

1 0256-64-8357 2024/12/5

2 0256-38-2361 2024/12/9

3 0256-33-1451 2024/12/23

4 0256-38-5048

5 0256-33-8799

6 0256-32-8638

7 0256-34-7111

2025/1/10



Ver.4 

2025(令和 7)年度 運営方針【案】 
「市 と感動を共有し 笑顔と感謝で ともに成 する 三条商工会議所」 

2024 年は、国内外の情勢が大きく変化した一年でした。国内では、能登半島地震や奥能
登豪雨といった自然災害に見舞われ、歴史的な円安や物価高といった経済状況の変化に直
面し、人手不足は深刻化の度合いを増すなど、多くの課題に直面しました。加えて世界的
な地政学リスクの高まりや、インフレの進行、金融政策の転換など、企業を取り巻く環境
は厳しさを増しています。 
 一方で当地域は、県央基幹病院の開院等により安心して暮らせる地域づくりが進み、三
条市立大学からは今春に初めての卒業生が輩出されるなど、地域社会の好循環につながる
動きも見られます。 
地場の事業所にとっては、賃上げ等による人材確保・定着と収益の確保というジレンマ、
デジタル化や脱炭素への対応、事業承継といった様々な課題が顕在化しておりますが、三
条商工会議所では持続可能な成 を実現するため、2025 年は以下の 3つの柱を軸に活動を
展開してまいります。 

1. 中 企業の 産性向上と持続的な成 
・デジタル化推進: ICT の導入や DX 推進を支援し、業務効率化と生産性向上を図りま
す。 
・人材育成: 従業員のスキルアップを支援し、人材の定着と新規採用の促進を図ります。 
・事業承継支援: 事業承継に関する相談体制の強化や、後継者育成セミナーの開催など、
円滑な事業承継を支援します。 
・海外展開支援: 海外市場への進出を支援し、新たな収益源の開拓を促します。 

2. 地域経済の活性化と雇用創出 
・地域産業の振興: 地域産業の強みを活かした取組みや販路開拓を支援します。 
・スタートアップ支援: 新規事業創出や企業内起業を支援し、地域経済の活性化を図り
ます。 
・大学との連携強化: 三条市立大学との連携を強化し、人材育成と地域産業の活性化を
図ります。 

3. 会員企業へのきめ細やかな支援 
・相談窓口の拡充: 会員企業の様々な相談に対応できるよう、職員の資質向上や専門家
による相談を拡充します。 
・情報提供の強化: 最新の経済情報や経営支援の情報を会員企業に提供します。 
・交流会・セミナーの開催: 会員企業間の交流を促進し、新たなビジネスチャンス創出を
支援します。   

本年度も地域経済並びに会員事業所の皆さまへ貢献できるよう取り組んでまいりますの
で、今後とも皆さまからのご支援とご協力を賜りますようお願い申し上げます。 

第２号議案



令和７年度 三条商工会議所産業振興事業（案）

三条市産業振興補助金対象（53事業：43,536千円）内、★新規18事業
１．販路・市場開拓支援事業（13事業：15,202千円）

２．中心市街地・地域活性化支援事業（1事業：302千円）

４．その他の産業振興対策事業（19事業：16,340千円）

３．講演会・講習会・研修等による人材育成事業
（20事業：11,692千円）

・01視察研修事業(金物卸部会)
★02観光取引促進事業
・03視察研修事業(商業部会)
・04食品関連先端技術視察研修
・05グループ出展支援事業
・06国内展示会共同出展事業
★07推し活・スポーツビジネス等新分野開拓事業

・08企業内起業促進事業
★09販促ツール活用セミナー
・10燕三条トレードショウ
・11VMD(ﾋﾞｼﾞｭｱﾙﾏｰﾁｬﾝﾀﾞｲｼﾞﾝｸﾞ)ｾﾐﾅｰ
★12初心者向け海外販路スタート術
★13原産地証明普及事業

・14にぎわい創造事業

★15高度人材活用事業
★16ブレイクスルーセミナー
・17視察研修会(建設部会)

・18経営力向上研修会
・19マーケティングセミナーPart3
・20視察研修会(交通運輸部会)

・21部会員懇談会(交通運輸部会)
・22視察研修会(金融部会)
・23時局講演会(金融部会)
・24日本銀行新潟支店長講演会

・25視察研修会(印刷紙器関連部会)
・26視察研修会(鐵鋼部会)
・27フレッシュ社員研修

・28フレッシュ社員フォローアップ研修
・29チームリーダー研修
★30フレッシュ社員ステップアップ研修

★31事業クロージングセミナー
・32制度改正対応セミナー
★33働きやすい職場環境推進事業

★34労務管理強化事業

・35建設業魅力発信事業(わくわく建設ﾌｪｽﾀ2025)
・36行政との意見交換会
・37食品ロス削減啓発事業
★38全国観光振興大会参加支援
★39生成AI業務活用セミナー
・40部会員交流懇談会(食品関連)
・41Webサイト活用支援事業
★42国際情勢理解セミナー
★43国際情勢理解視察

★44カーボンニュートラル推進事業

★45 DX(airﾚｼﾞ、MFｸﾗｳﾄﾞ)推進事業
・46価格決定・原価計算セミナー
★47 Googleハンズオン体験セミナー
・48三条市立大学との連携事業
・49三条市雇用対策事業費
・50イッペアップIPPE UP
・51生成AI最新情報セミナー
・52緊急課題対策事業
・53事業者への情報提供、情報活用支援事業

令和７年度の重点

【事業の「始まり」と「終わり」の支援】
創業、企業内起業と事業承継、廃業等への支
援強化

【人手不足、人材育成への支援】
生産性向上（DX等）、働きやすい環境整備、
高度人材活用、社員のスキルアップへの支援

【適正な取引への支援】
適正価格把握の為の原価計算、パートナー
シップ構築宣言拡大への取組み

【海外への展開支援】
現地駐在員より生きた情報聞き、現地企業を
視察することで海外展開の足掛かりとする

【三条商工会議所のPR】
地域の人々に三条商工会議所がどのようなこ
とをしているのか理解してもらうためのPR強
化

事業数会議所支出総事業費昨年度対比

538,248,50043,536,000本年度(R7年)予算

539,260,06538,945,065昨年度(R6年)予算

△ 1,011,5654,590,935差額



令和 6年度 地場産業振興祈願会 実施計画 

１．日 時 

2025 年 2月２日(日)  

 10:30 集合 

 11:00 地場産業振興祈願会・事業繁栄特別祈願 

 11:30 豆まき 

２．会 場 

法華宗 総本山 本成寺 

３．案内先 

 134 社 

正副会頭、専務理事、監事、議員、過去2年間に参加実績の 

ある方へ FAX にて案内 

４．備 考 

事務局は受付対応等で出席 

餅代 2万円のほか、節分会に参加する正副会頭、専務理事の 

志納として 5万円を支出予定 

５．収支予算 

実行予算額 73,000 円（うち会議所支出 73,000 円） 

※当初予算額 同額 

第３号議案 



三商発 第２９０号 

2025 年 1月 14日 

各   位 

三条商工会議所 

会頭 兼 古 耕 一 

 時下益々ご清祥のこととお喜び申し上げます。 

 日頃は会議所活動にご理解とご協力を賜り誠にありがとうございます。 

 さて、法華宗総本山 本成寺では、節分行事にちなんで「節分会」が実施されます。 

この節分会に併せ、当所では、役員、議員の皆様並びに参加実績のある皆様を対象

に、午前 11時より「地場産業振興祈願会」を開催いたします。 

 ご多忙の折恐縮に存じますがお差し繰りご参加いただきたくご案内申し上げます。 

記 

１．期 日 2025 年２月２日(日)

２．会 場 法華宗 総本山 本成寺（会場入口は本堂に向って左の来賓受付） 

３．日 程 地場産業振興祈願会

 <本堂にて地場産業振興祈願、事業繁栄特別祈願、豆まきを行います> 

 ①受付 10:30～10:55 

 ②地場産業振興祈願、事業繁栄祈願 11:00～11:20 

 ③節分会参列準備及び休憩 11:20～11:30 

 ④節分会参列(豆まき) 11:30～ 

４．祈 願 料 1 名 20,000 円（当日、寸志又は、志納としてご持参ください） 

５．祈 願 目 録 振興祈願の際に読み上げいたしますので、 

 製品名又はブランド名１点をあらかじめ、 

 下記 URL・QR コード、または、FAX通信 

出欠席連絡書により届け出願います。 

申込 URL：https://forms.office.com/r/Sg0umu4eqe 

法華宗総本山本成寺での 

「地場産業振興祈願会」のご案内 



ＦＡＸ通信出欠席連絡書 

６．ご 案 内 先 当所役員、議員並びに参加実績者の皆様へご案内しております。 

7．例年との変更点 (1)受付終了後は本堂で待機となります。 

 (2)控室の用意はございません。 

 (3)御斎附(御食事)のご用意はございません。 

          お帰りの際にお札等をお渡しします。 

 (4)裃(かみしも)の着用はございません。 

 (5)交通規制は行いませんので、通行証の発行はありません。 

 (6)鬼踊りは行われますが、祈願会等の申込者以外の一般の方は 

 観覧できません。 

8．そ の 他 (1)参加・不参加について１月２３日(木)迄に、事務局宛 FAXまた 

 は 1枚目の QRコードにてご連絡願います。 

 (2)すでに、本成寺へ節分会事業繁栄祈願として祈願料を納付済み 

 の方は、当日の祈願料の必要はありません。 

 (3)当日の受付は、来賓入口で行ないます。 

【事務局】三条商工会議所 総務課 担当：五十嵐(康)、木歩士 

TEL 32-1311／FAX 32-1310 

★２月２日(日)開催の地場産業振興祈願会に 

参加します ・ 参加しません （該当に○印） 

事業所名                    

★参加の場合は以下にご記入ください。 

事 業 所 名  出席者名  

製品名または 

ブランド名 

《返信先》総務課 FAX32-1310 



第４号議案 

「雇用対応セミナー」実施計画 

2025 年 4 月 1 日に施行される改正育児介護休業法、2024 年 10 月 1 日(予定)から社会保険

の適用が拡大されている。 

改正のポイント、中小企業が抑えるべき重要ポイントの他、採用活動での PR方法、定着促

進につながる取り組みについて学ぶ。 

また、セミナー開催時点での申請可能な補助金等についての紹介も行う。 

【日 時】2025 年 2月 19 日(水) 13:30～14:30 

【テーマ】働きやすさで人が集まる「雇用対策セミナー」 

【講 師】NA&HR コンサルティング社会保険労務士法人 代表取締役所長 井上智玄 氏 

【会 場】当所 1 階「第 3チェンバーズホール」 

【対 象】当所会員事業所 及び 市内事業者 

【参加費】無料 

【参加数】20名程 

【予 算】実行予算 128,000 円(謝金 110,000 円、通信費 18,000 円) 

     当初予算 30,000 円 



■ 日  時：令和７年2 月19 日 (水) 13:30～14:30 
■ 会  場：三条商工会議所 1 階「第 3チェンバーズホール」

■ テ ー マ：これからの雇用環境の変化 

■ 参 加 費：無料 

■ 参加対象：三条商工会議所会員事業所 及び 三条市内事業者

■ 申込締切：２月 12日(水)まで

2025 年 4月 1日施行 改正育児介護休業法、2027 年 10 月（予定）社会保険の適用拡大

について、改正のポイント、中小企業が抑えるべき重要ポイントの他、採用活動での PR

方法、定着促進につながる取り組みについてご講演いただきます。また、法対応のコスト

を軽減しつつ、職場環境を整備するための助成金活用についてもお伝えします。是非多く

のご参加をお待ちしております。 

■申込み：FAX かオンラインフォーム・QRコードのいずれかで 

     お申込みください。

FAX 0256-32-1310 

URL https://forms.office.com/r/fYwY5PypWp 

     担当：三条商工会議所 総務課：木歩士、五十嵐啓 TEL 0256-32-1311 

………………………………  切り取らずに そのままＦＡＸしてください  …………………………

FAX：0256-32-1310  三条商工会議所 行

２/1９(水)開催働きやすさで人が集まる！「雇用対策セミナー」受講申込書 

事業所名 
ＴＥＬ 

ＦＡＸ 

（    ）   － 

（    ）   －

受講者氏名① 受講者氏名② 

※申込書にご記入頂きました個人情報は、適切な管理を図り、参加者名簿の作成および本講演会に関する連絡の目的のみ使用します。

NA&HRコンサルティング社会保険労務士法人 

所長 井上智玄 氏 
講 師 紹 介

働きやすさで人が集まる！「雇用対策セミナー」

経  歴…約 15年前に燕市に帰郷し、新潟安全研究所にて人事労務管理 

     のコンサルティングを始める。 

保有資格…特定社会保険労務士 

ISO30414 リードコンサルタント/アセッサー 

信  念…経営者の悩みを雑談で終わらせず、解決まで粘り強く実行すること 



「ESG経営セミナー」実施計画【追認・報告】              第５号議案 

趣 旨 

企業の ESGやサステナビリティへの取り組みが求められる昨今だが、中小企業において

はまだまだ ESG 経営自体の認知から、重要性、具体的に何をすべきかまで理解している

企業は少ない。企業活動を行う上での ESGやサステナビリティへの取り組みに対する意

識醸成及び理解浸透を図る。

内 容 

【実施時期】令和 7年 1月 22 日(水) 14:00～16:00 

【テーマ】未来を見据えた経営戦略～ESG経営とサステナビリティの基礎～

【講師・内容】 

第一部：(株)野村総合研究所 ｻｽﾃﾅﾋﾞﾘﾃｨ事業ｺﾝｻﾙﾃｨﾝｸﾞ部 ﾁｰﾌｺﾝｻﾙﾀﾝﾄ 中島芳徳 氏 

(60 分) →国内/海外における ESGの潮流と企業に求められる対応について 

第二部：e-dash(株) パートナーサクセス部 孝多優也 氏 

(30 分) →中小企業の脱炭素への取組みについて 

第三部：(株)第四北越銀行 職員 

(10 分) →お客さまのサステナビリティへの取り組みに関するご支援について 

【会  場】三条市立大学  【参 加 費】無料

【参加対象】三条商工会議所会員事業所 及び 市内事業者（非会員可）

【定  員】会場 40名、Zoom90 名(事務局端末等除く同時接続の上限数) 

※三条市・三条市立大学・第四北越銀行との包括連携協定に関連する事業として実施

予 算
実行予算額：327,200 円(当初予算額 524,000 円) ※三条市産業振興補助金活用

内訳：資料印刷費 30,000 円、会場借料費 13,200 円、FAX 通信費 18,000 円、配信委託費 165,000 円、

セミナー広告宣伝費 100,000 円、諸費 1,000 円 





「企業内起業促進事業」実施計画【追認】       

趣 旨 

当地域において、事業の多角化に取り組む企業がある一方で、従来の事業に固執する企

業も多い。これからの時代を見据え、単線的な事業ではなく、新事業にチャレンジし複線的

に事業を行う「企業の複業」を後押しするセミナーを行い、社内における経営資源や人的資

源を有効に活用することで企業活力を高めてもらうきっかけとする。

内 容 

【日    時】 1 回目：令和 7年 1月 22 日(水) 

2 回目：令和 7年 1月 29 日(水) 

3 回目：令和 7年 2月 5日(水)   いずれも 19:00～21:00 

【内  容】「企業内起業セミナー」 

1 回目：「企業内起業の基礎と戦略」 

  2 回目：「新規事業の実行」「他社事例に学ぶ」 

  3 回目：「組織体制と人材育成」 

【講  師】ジャイロ総合コンサルティング(株) コンサルタント 鈴木タカノリ 氏

【会  場】三条商工会議所 ４階 研修室 又はオンライン(Zoom) 

【参加対象】三条商工会議所会員事業所 及び 市内事業者

【参 加 費】無料 

【定  員】会場 30名、Zoom30 名

予 算 実行予算額 688,000 円 (当初予算額 690,000 円) ※三条市産業振興補助金活用

内訳：謝金561,000 円、資料印刷費 10,000 円、FAX 通信費 18,000 円、Zoom ｻﾎﾟｰﾄｽﾀｯﾌ 99,000 円 

第６号議案





「生成AI 最新情報セミナー」実施計画【追認】 第７号議案

趣 旨 

生成 AI の最新情報を提供する。今回は、Googleのアプリケーションに焦点を当て、

Google の企業文化を体現するツールとして生まれた「Google Workspace」と生成AI

「Gemini」を紹介し、中小企業にこそフィットするクラウドでの働き方や、企業(組織)

として導入する意義について、導入企業の成功事例等も用いながら講演いただき、会

員企業のDX化の一助とする。 

内 容

【日 時】2025 年 2月 13 日(木) 14：00～16：15  

【内 容】Google の働き方を体現する「Google Workspace」とは？ 

Google 製品に載る生成 AI「Gemini」とは？ 

【講 師】吉積情報株式会社 事業推進役 

Google Workspace エバンジェリスト 丹羽国彦 氏

【会 場】ジオ・ワールドビップ 

【対 象】当所会員事業所及び三条市内で事業を実施する事業所 

【定 員】100 名（先着順）

【参加費】無料 

予 算

実行予算892,480 円 (当初予算額893,000 円)  ※三条市産業振興補助金活用

内訳：講師謝金 275,000 円、交通費 18,480 円、会場費200,000 円、資料印刷費 50,000 円、 

通信費 19,000 円、配信費用 165,0000、三条新聞掲載費 165,000 円





「ダイバーシティ経営セミナー」実施計画 第８号議案 

趣 旨 

人手不足が重大な経営課題となる中で、多様な働き方を受け入れ、その人材の能力を最

大限発揮し、価値創造を図る経営が重要となっている。今回は女性活用にスポットを当

て、女性労働者を受け入れる体制、その人材を活かす環境を整える上で、女性活躍推進

が阻害されている要因を理解し、人材確保と多様化するニーズへの対応力強化を図る。

内 容 

【日  時】令和 7 年 2 月 28 日(金) 14：00～16：00 

【テーマ】女性活躍推進セミナー

【講師・内容】 

①講演：女性活躍企業となるためのポイント(60分) 

講師 グローカルマーケティング(株)  

コンサルティング部シニアコンサルタント 南 氏 

②パネルディスカッション：取組例・障壁となっていた点などについて(45 分) 

  パネリスト 実践企業(グローカルマーケティング(株)より選定) 

③グループディスカッション(15分)  

セミナー参加者より自社で実践するアクションプラン作成・共有 

【会  場】三条商工会議所 1Fチェンバーズホール  【参 加 費】無料 

【参加対象】三条商工会議所会員事業所 及び 市内事業者（非会員可）

【定  員】会場 50名

予 算
実行予算額：469,000 円(当初予算額 486,480 円) ※三条市産業振興補助金活用

内訳：講師謝金 275,000 円、案内チラシ作製費 55,000 円、資料印刷費 30,000 円、 

FAX 通信費 18,000 円、新聞広告代 90,000 円、諸費 1,000 円 



諸業部会「未来に経営をツナグセミナー」実施計画【追認】 第９号議案①

趣 旨 

事業承継は規模を問わずいつかは当面する課題であるが、経営者にとっては直面する各

種問題が多々あり、不安となっていることも多い。一方で支援者側も事業承継支援にお

いては専門領域に限定された支援となることが多い。事業者、支援者共に事業承継の総

論を学び支援者として事業承継実務の悩みを共有し、三条での事業承継の良い流れを構

築する一助とする。

内 容 

【日  時】令和 7年 2月 5日(水)  

17:00～19:00…講演・パネルディスカッション 

19:00…懇親会(支援者のネットワーク構築強化のため) 

【会  場】ジオ・ワールドビップ 

【内  容】①講演：事業承継の流れ、総論(30分) 

       講師 SMECコンサルタンツ(株) 取締役 土田克則 氏 

 ②パネルディスカッション：各現場における事業承継対応の実態について

  コーディネータ SMECコンサルタンツ(株) 代表取締役 土田正憲 氏 

  パネリスト   税理士法人Pier Tax 代表社員・税理士 石月良典 氏 

          中澤泰二郎法律事務所 代表・弁護士 中澤泰二郎 氏 

三条信用金庫 営業統括部 和田賢汰 氏 



【案内対象】当所全会員+三条市内事業所（懇親会は諸業部会員ならびに金融部会員を

対象とする) 

【定  員】講演・パネルディスカッション 定員 40 名 

      懇親会 15 名程度

【参 加 費】無料(懇親会は 1名 6,000 円税込) 

予 算
実行予算額 677,400 円 (当初予算額 391,400 円)   ※三条市産業振興補助金活用

内訳：講師謝金 319,000 円(源泉税込)、講師旅費 4,400 円、通信費 18,000 円、広告費 100,000 円、

資料印刷代10,000 円、会場借料 121,000 円(プロジェクター借料含む)、懇親会 105,000 円 





一般卸部会「一般卸部会・金物卸部会交流懇談会」実施計画【追認】

趣 旨 

来年度合併が検討されている一般卸部会・金物卸部会において、自社の事業内容を紹介

しビジネスにおける繋がりの場を設けると共に、卸売業という共通の業種において、共

感できる課題等の情報交換を行うことで、自社の経営改善の一助とする。

実施概要 

日 時：令和 7年 2 月 19 日(水) 卸売業交流懇談会 18：00～19：00 終了後懇親会 

会 場：餞心亭おゝ乃

内 容：卸売業交流懇談会…出席者より各社事業内容 PR及び情報交換 

懇親会 

参加費：1 名 6,000 円 

対 象：三条商工会議所 一般卸部会・金物卸部会 所属事業所

収支予算
実行予算額 246,600 円（当初予算額：300,000 円） 

内訳：会場費 17,600 円、案内 FAX 5,000 円、懇親会費 224,000 円(@7,000 円×32 名) 

第９号議案②
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交通・運輸部会「業界動向研修会」実施計画【追認】 第９号議案③

趣 旨 
交通・運輸部会員も人手不足に悩む事業所が多い。当業界を取り巻く人手不足の現状と、

人材獲得のために取り組まれている事例を学び、どのような形で人手不足に向き合うか

学ぶ。

内 容 

【日  時】令和 7年２月１２日（水）  講演会 17:00～19:00  懇親会 19:00～ 

【会  場】三条ロイヤルホテル 

【案内対象】交通・運輸部会員ならびに担当副会頭 

【参 加 者】20 名程度 

【参 加 費】1名 6,000 円(税込) 

【講  師】(株)瀧澤・佐藤事務所 瀧澤 学 氏 (社会保険労務士・行政書士) 

物流事業に関する許認可申請及び労務管理のコンサルティングを専門に

しており、約 1,000 社のコンサルティング実績と業務監査や賃金コンサル

ティング、社内セミナーなどの実績がある。損保会社やトラック協会セミ

ナー講師、大阪会議所東支部やいわき商工会議所での講演実績もある。 

【内  容】外国人材採用のための受入体制や、留意すべき事項について。 

※特に物流業界に特化した内容。 

予 算
実行予算額 375,000 円（当初予算額 350,000 円） ※三条市産業振興補助金活用

内訳:講師謝金 220,000 円、講師旅費 20,000 円、通信費 2,000 円、 

諸費 133,000 円(懇親会費 7,000 円×19 名)  
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金融部会「視察研修会」実施計画【追認】 第９号議案④

趣 旨 
国内展示会や先進企業等の視察を通じて最新のトレンドを把握するとともに、消費者動向

を探ることで、今後の企業経営に役立てる。 

内 容 

【日  時】令和 7年 2 月 13 日(木) 8:30 JR 燕三条駅 2F 新幹線改札口前集合 

【視 察 先】①第 99回 東京インターナショナルギフトショー春 2025 

②川崎重工(株)ショールーム Kawasaki Robostage 

③サッポロビール(株) YEBISU BREWERY TOKYO 

④銀座・新潟情報館THE NIIGATA 

【工程(案)】8:30 燕三条駅集合  8:45 燕三条駅発  東京駅  東京ビッグサイトへ 

11:00「ギフトショー春 2025」自由見学・自由昼食  Kawasaki Robostage へ移動 

13:30「Kawasaki Robostage」見学  YEBISU BREWERY TOKYO へ移動 

15:30「YEBISU BREWERY TOKYO」見学  THE NIIGATA へ移動 

16:50「THE NIIGATA」見学 - 懇親会場へ移動し懇親会  東京駅へ 

20:24 東京駅発  22:20 燕三条駅着・解散  ※都内移動はマイクロバス利用

【参 加 費】1 名 24,000 円（交通費、夕食代含む。昼食代は各自負担）

【参加対象】三条商工会議所会員事業所 【参加者数】20 名程度

予 算

931,740 円（当初予算額 860,500 円）              ※三条市産業振興補助金活用

内訳：新幹線指定席(@9,240 円×23 名×往復)425,040 円、マイクロバス借上料(1 台)104,500 円、 

旅行取扱手数料 3,300 円、案内FAX 料 20,000 円、エビス見学料(@1,800 円×23 名)41,400 円、 

夕食会開催費(@14,000 円×23 名)322,000 円、保険料(@500 円×23 名)11,500 円、 

事務局日当(2 名分)4,000 円 
000 
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金融部会「時局講演会」実施計画                 第９号議案⑤ 

趣 旨 
目まぐるしく変化している経済情勢を把握し、的確な企業経営が出来るよう、時勢に即

した講演会を開催する。 

実施概要 

日 時：令和 7年 3 月 6 日(木) 14：00～15：30 

会 場：ジオ・ワールドビップ  ※Zoom によるハイブリッド開催 

内 容：昨今の金融情勢・経済動向について講演

講 師 野村アセットマネジメント(株) 

チーフ・ストラテジスト 石黒 英之 氏 

参加費：無料 

定 員：会場 70名 + Zoom 30 名 

対 象：三条商工会議所会員事業所

収支予算
実行予算額 457,200 円（当初予算額：451,000 円） ※三条市産業振興補助金活用

内訳：謝金110,000 円、講師旅費20,000、会場費145,200 円、案内 FAX 18,000 円、 

資料印刷費10,000 円、撮影・配信 154,000 円 
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議員の退任、参与の異動報告 

●３号議員の退任 

(有)宇智華（2024年 10月 8日付） 

新 旧 

辞  任 池  清一 

●参与の異動 

東北電力(株)新潟県央営業所（2024年 11月 25日付） 

新 旧 

横田 和宏 佐藤  均 

報告(１)資料



報告（2）資料

勤続年数 全数 記念品有 記念品無 全数 記念品有 記念品無 全数 記念品有 記念品無 全数 記念品有 記念品無 全数 記念品有 記念品無 全数 記念品有 記念品無

10年 246 75 171 174 55 119 184 77 107 208 69 139 225 69 156 272 78 194
15年 185 71 114 187 75 112 194 84 110 217 80 137 200 60 140 181 45 136
20年 124 38 86 138 63 75 150 48 102 127 32 95 129 35 94 162 62 100
25年 105 45 60 108 34 74 111 37 74 123 40 83 101 44 57 95 20 75
30年 106 44 62 83 30 53 98 44 54 79 34 45 86 33 53 91 38 53
35年 62 23 39 50 30 20 63 24 39 61 28 33 71 14 57 70 21 49
40年 21 5 16 36 12 24 44 11 33 31 11 20 29 11 18 38 13 25
45年 19 9 10 9 3 6 10 3 7 11 8 3 17 8 9 9 3 6
50年 4 2 2 3 2 1 7 2 5 4 1 3 7 3 4 9 4 5
55年 0 0 0 1 0 1 0 0 0 1 1 0 2 1 1 4 2 2
60年 1 0 1 0 0 0 0 0 0 2 1 0 0 0 0 0 0 0
合計 873 312 561 789 304 485 861 304 485 864 305 558 867 278 589 931 286 645

表彰者数

永年勤続従業員表彰　申込実績
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【収入の部】 (単位：円)

項　目 決算見込 当初予算額 比較増減

１．記念品代 2,295,500 2,624,000 △ 328,500 10年 @ 5,000 ×78 390,000

15年 @ 6,000 ×45 270,000

20年 @ 7,500 ×62 465,000

25年 @ 9,000 ×20 180,000

30年 @ 10,500 ×38 399,000

35年 @ 13,500 ×21 283,500

40年～@ 14,000 ×22 308,000

２．会議所負担金 233,314 281,880 △ 48,566

合　計 2,528,814 2,905,880 △ 377,066

【支出の部】

項　目 決算見込 当初予算額 比較増減

１．記念品代 2,218,730 2,506,520 △ 287,790 10年 @ 4,750 ×78 370,500

15年 @ 5,690 ×45 256,050

20年 @ 7,290 ×62 451,980

25年 @ 8,700 ×20 174,000

30年 @ 10,200 ×38 387,600

35年 @ 13,200 ×21 277,200

40年～@ 13,700 ×22 301,400

２．印刷費 121,000 130,000 △ 9,000 130,000

３．通信費 52,684 25,000 27,684 引換券等郵送料等 52,684

４．備品代 0 5,000 △ 5,000 ビニール紐等 0

５．広告費 136,400 239,360 △ 102,960 三條新聞広告費 136,400

６．予備費 0 0 0 予備費 0

合　計 2,528,814 2,905,880 △ 377,066

令和6年度「永年勤続従業員表彰」収支決算見込書

説　　明

説　　明

表彰状作成等





「IT ベンダー製品展示会」実施報告                報告(４)資料

実施概要 

【日時/内容】11 月 8日(金) 10：00～16：50 (プレゼン 13：00～)
【出 展 社】８社(㈱アイサポート/㈱ウイング/NA＆Well-Being㈱/㈱Creative. LAB/㈱コンピュータシス

テム/㈱コンプケア/㈱Pepo/㈱ガゾウ) 
【会   場】三条商工会議所 1F チェンバーズホール 
【来 場 者】21 名 16 社 
【要   旨】 

県内の IT ベンダー企業を集め、地元企業とのマッチングを目的に開催。昨年、大寒

波の影響により来場者が少なかったため、雪の心配の無い時期に開催。しかし、広告

を打つなど集客について施策を打ったものの、昨年と同様の来場者数であった。来場

者アンケート満足以上 100％であったものの予算規模の課題を感じた。生産管理に

寄与するシステム及び、労務管理、経理処理も関心が寄せられた。 

事業効果

ベンダーとのマッチングを目標としたが今後継続的に相談したいというアンケート

は 0 件。企業の DX化の一助と考えたが、会議所独自事業とした場合の予算規模で考

えると、広告手段も限られてしまうため、情報を届けたい方に届けることが出来なか

ったと感じる。出展社からも満足度は高いが、効果としては薄かった。 

決算見込
370,740 円（当初予算 510,000 円）※三条市産業振興補助金活用

内訳：会場設営料 232,980 円、通信費 48,000 円、三条新聞広告 89,760 円 



「価格決定セミナー」実施報告                    報告(５)資料

実施概要 

【日 時】令和 6年 11月 19 日(火)・27日(水) いずれも 18：00～21：00 

【会 場】三条商工会議所 4 階 研修室
【テーマ】『客離れを起こさせない値上げの仕方』 

1 回目：原価計算と価格設定編  2 回目：値上げ戦略・戦術編 

【講 師】ひらの経営支援事務所 中小企業診断士 平野康晴 氏 
【参加費】無料  【参加数】14社 15 名

【要 旨】以下の内容をワークを交えて解説した。

1 回目：価格交渉をする前に、製品の適正な価格設定、ひいては製品の原価を知る必要があるとし

て、主に製造業の製品一つ当たりの原価の出し方を解説。原価を「材料費」「外注加工費」「直接

労務費」「設備費」「製造間接費」「販管費」に分け、それぞれ計算することで総原価を計る。一

つ当たりのコストが出しにくい「直接労務費」「設備費」「製造間接費」「販管費」についてはレ

ートを算出して計算する。そこに必要利益を載せて見積額とする。 

2 回目：価格を上げないことは最終的に品質低下や納期遅れに繋がりお客様のためにならない。価

格交渉の手順は、「事前準備(情報収集)」「方針決定(何をいくら)」「事前連絡(採算が合わない…

と先に伝えるなど)」「資料作成(値上げ根拠や依頼文)」「交渉準備(反論や代案の用意)」「交渉本

番(提案、期限決めなど)」「交渉後の対応(満額回答でない場合、段階的値上げや引換条件の提案

など)」の順で行っていく。また、目先の価格転嫁だけでなく中長期的な高収益体質となるため

ニッチ戦略が必要。 

事業効果
受講後のアンケートでは「満足」「やや満足」という回答が 100％であり、「原価の仕組みが理解でき

た」「交渉前の準備が大切だと気付けた、これから製品・顧客毎の収益分析をしたい」と好評の声が

聞かれ、各社の取引価格の適正化に必要な学びを提供できた。

決算見込 362,300 円 (当初予算 375,000 円、実行予算 375,000 円)  ※三条市産業振興補助金活用

内訳：謝金330,000 円、講師旅費14,300 円、FAX 通信費 18,000 円 



「自社休日カレンダー作成ツール保守改善事業」実施報告 報告(６)資料

実施概要 

①自社休日カレンダー作成用web アプリの保守・改善・運用 

保守期間：令和 6年 4月から令和 7年 3月 31 日まで  

URL：三条商工会議所 HP ツール URL：https://www.sanjo-cci.or.jp/calendartool/

令和 5年度に web 上で動作する任意の休日や連休を設定できるツールを開発、R6 年度

は不具合や利便性を改善し公開した。 

②カレンダー作成ツール並びに変形労働時間制を選択する場合の必要書類の周知

会報(令和 6年 10 月 25 日号)へ休日設定に関する注意のチラシ(A4 片面)を折り込み。

③休日カレンダー・休日計画策定に関する問合せ対応

12 月 18 日時点で産業カレンダーが無いかと来所された方 3名、TEL3 件。 

※燕商工会議所が産業カレンダーを作成した記事が三條新聞に掲載された以後に増加

事業効果 

Google アナリティクス R6.4.1～R6.12.17 時点での状況 
閲覧数 

・旧産業カレンダーページ 4,484 回(R6.4.1～R6.11.25)…1 日平均 149.4 回 

・カレンダーツールページ 258 回(R6.11.25～R6.12.17)…1 日平均 8.6 回 
自社カレンダー作成が手軽に行えるという声は一部いただいている。 

決算見込
決算見込額：321,804 円 (当初予算額：501,600 円) ※三条市産業振興補助金活用事業

内訳：広報費 22,000 円（会報折込A4@22,000 円×1回）、チラシ印刷費62,084 円(2,400 枚)、 

契約書郵送費 120円、機能改修費132,000円、保守費用105,600 円（@8,800円×12か月)



「中小企業WEB活用支援補助金」実施報告             報告(７)資料

実施概要 

【公募期間】 令和 6年 6月 20 日(月)～8月 7 日(水) 

【申請社数】 
(部会別利用状況)

36 社 (HP 改修 23件、HP新設 4件、採用動画の制作 9件) 
工業 42％、建設 22％、印刷紙器8％、商業 6％、一般卸5％、観光・サービス5％、

諸業 3％、鐵鋼3％、金物卸3％、交通・運輸3％(食品関連、金融0％)

【交付決定額】3,482,998 円 

【内  容】  

中小企業のWeb 活用および企業紹介動画の制作を支援し、対外的な認知度や信頼度の向上を
図るとともに企業が求める人材が円滑に採用できる一助とするべく実施。過去行った、採用
動画作成補助金をベースとして、新規 HP 作成、HP 修正についても目的を明文化することで
補助対象とした。 
・HPを持つ事業所が改修にあたり、きっかけになる支援制度・補助金が欲しいというニーズ
から実施。件数からしても予算を超える応募があり、ニーズの高さを改めて実感。 

・応募にあたり、申請内容に目的を明文化。認知度向上による人材確保ツールとしての作成、
改修、販路開拓のためのツールとしての実施目的が目立った。他にも、デジタルカタログと
の連携による顧客先へのサービス向上といった目的もあった。 

・採用動画においても、根強いニーズがあり、動画に拘らず写真素材の撮影や、写真を活用し
た求職者向けの独自採用ページの作成等のニーズがあった。 

事業効果

幅広い業種から申請があり多くのニーズがあることが分かった。昨今の補助金を見ても、単
なる HP の作成、改修や採用動画の作成では申請要件を満たさない補助金が多く、HP を改修
し顧客管理システムや、メルマガ自動配信システムと紐づける等のDX化に資するものは対象
となるが、その前段階となるフェーズの支援が出来たことは実績として大きい。 
次年度以降も、広く利用していただけるように、過去利用社を制限する等して、より多くの事
業所に支援を届けたい。 

決算見込額
3,499,194 円 (当初予算額 3,075,000 円) ※三条市産業振興補助金活用事業

内訳：通信費 16,196 円、補助金3,482,998 円



「社員資格取得支援事業」実施報告 

実施概要 

【公募期間】 第 1次公募期間：令和６年５月７日(火)～７月３１日(水) 

第２次公募期間：令和６年８月１日(木)～１０月３１日(木) 

【申請社数】 のべ 33社 67 資格 (R5：のべ 59社 168資格) 

【内  容】 「人材育成支援助成金」 

令和 5年度に引き続き会員事業所の従業員を対象に資格試験受験料を助成することで、
従業員のリスキリングを後押しし、人づくりへの投資を促進した。今年度は、特別教育や技能
講習は不可とした(フォークリフトのみ例外的に助成対象とした。) 

・申請事業者のうち、建設部会員が 9社、諸業部会・金融部会員が 9社であり、申請事
業所総数のうち半数以上が建設・諸業・金融部会員で占められた。 
・交付決定額のうち、25 万円がフォークリフト技能講習であり交付決定額の約 22%を占め
た。(前年度は特別教育等の申請が 38%ほどあった)。 

・建設業や警備業などは法律上、その資格がないと業務に従事させられない内容の申請が多
かった。製造業の一部では、技能検定の受検など当所の意図に合致した内容の申請も
あった。 

・士業、金融系では社労士、診断士、生保専門試験などが申請された。 
・事業者が雇用する人材に対して最低限有してもらいたい、または少し上のレベルに行
くために必須なものとして取得を促す資格試験に対する助成申請が中心であった。 

【助成金精算払額合計】 1,132,019 円 

事業効果
多くの事業者にご活用いただけたが全体傾向として、製造業は特別教育や技能講習のニーズ

が高く、建設業を始めとして『法律上、これを保有しなければ従事させられない』資格に対し

てのニーズが多い。一定の効果はあるが、継続すべきかについては疑問が残る。 

決算額
決算額 1,148,473 円 (当初予算額 1,662,000 円)※三条市産業振興補助金活用事業

内訳：通信費 16,454 円、助成金精算払額 1,132,019 円

報告(８)資料



「事業環境変化対応型支援事業（日商委託事業）」実施報告     報告(９)資料

実施概要

①「インボイスセミナー」(三条間税会 共催)

日時：R6年 12 月 2日(月) 14:00～15:30    会場：三条商工会議所 4 階 研修室 

講師：いずみ税理士法人 税理士 髙橋弘之氏   参加数：16社 17 名 
内容：インボイスを求められた場合の交付義務や、媒介者交付特例、出張旅費や立替金清算など、

事業活動する上での注意事項等について解説。また、R6年 11 月 1日に施行された「フリー

ランス・事業者間取引適正化等法」について、フリーランスの定義や、フリーランスへの発

注時に書面により取引条件の明示が必要であるなど、制度の概要や具体例などを解説した。

②「職員向け税務研修会」

日時：R6年 12 月 17 日(火) ①14:00～15:25、②15:35～17:00 (職員はいずれかに参加)

会場：三条商工会議所 5 階 研修室  講師：税理士 椛沢綾子氏 
参加数：当所職員 17名 

内容：インボイス制度の経過措置の再確認や、少額特例・2割特例等の注意点を解説するとともに、

定額減税について源泉徴収票への書き方や調整給付などを説明。また、所得控除の対象者な

ど確定申告において注意すべき点を解説した。 

事業効果

インボイス制度開始から 1 年経過し、昨年 52 名だった参加者は今回 17 名に減少。不明点や不安を抱

えている事業者が減少している結果であると考えられる。フリーランス新法については、フリーラン

スの活用を考えている事業者など関心の高い事業者もいたが、受講者の中でも初めて聞いたという方

が複数名おり、関心度の差が見て取れた。アンケートでは当セミナーに「満足」「やや満足」という回

答が 100%と満足度は高かったが、参加者の事前習熟度によって理解度の差が見受けられた。 

職員向け税務研修会ではインボイスや定額減税、確定申告の注意点を知り職員のスキルアップを図る

ことができたため、今後個別指導等でも事業者に対して周知や対応支援をしていくことができる。

決算見込

決算見込額：276,168 円（実行予算額 282,260 円、当初予算額 303,010 円）※日商委託事業

①「インボイスセミナー」177,048円：内訳 講師謝金 49,500 円、FAX 代 18,000 円、 

広報費 89,760 円、印刷費 19,668 円、講師飲物 120 円 

②「職員向け税務研修会」99,120 円 ：内訳 講師謝金 99,000 円、講師飲物 120 円 

※ 小規模会計繰入 見込額 27,592 円



工業部会「人材定着セミナー」実施報告              報告(１０)①資料

実施概要 

【日 時】令和 6年 12 月 18 日(水) 14:00～15:30

【会 場】 三条商工会議所 1階 チェンバーズホール 

【講 師】 社会保険労務士法人こじま事務所 代表・ビジネスコーチ 小島 正晴 氏

【参加者】会場参加 15 社 28 名 

【内 容】テーマ「人材定着セミナー ～会社を支える中核人材の育成～」

新潟県の急激な人口減少を背景に、デジタル化の遅れや企業の生産性低下が課題として

指摘。リモート化やペーパーレス化の推進など、ルール変更や生産性向上が求められて

いる。また、若手との信頼構築や動機付け要因を強化する重要性も強調。特に、コミュニ

ケーション改革による、指導法の見直しが欠かせないと提案。具体的には、部下への承

認や具体的な指示、雑談の活用などで信頼関係を築くことを強調。さらに、目的意識の醸成

や結果を行動に結びつける取り組みが重要であると述べ、これらの実践により組織全体

の活性化に繋がると講演された。 

事業効果

セミナー後のアンケート結果は、満足が 100％ （うち大変満足が 60％以上）という高評価

であった。「『上司は役者になり常に上機嫌でいること』を実践したい」というコメントや、「後

半の時間が足りなかったが、この点を詳しく聞きたかった」という意見もあった。若手

とのコミュニケーションに悩める上司層、経営層に刺さるセミナーであった。 

決算見込
108,956 円(実行予算額 224,500 円、当初予算額 470,000 円) ※三条市産業振興補助金活用 
内訳：講師謝金 82,500 円、講師旅費 2,000 円、通信費 16,216 円、資料印刷代 8,120 円、諸費 120 円



金物卸部会「先進事例視察研修」実績報告            報告(１０)②資料

実施概要 

【旅程・視察先】令和 6年 12 月 3日(火)～4日(水)  

（1日目）8:20 新潟空港集合  11:25 福岡空港着  12:20 昼食(博多はねや総本店)
14:00 タンスのゲン㈱ 視察 (150 分)  博多エクセルホテル東急泊 

（2日目）8：30 ホテル出発 10:00 日本製鉄(株)九州製鉄所 視察 (90 分)

 12:00 門司港レトロ街散策・昼食  16:00 福岡空港  18:50 新潟空港解散
【参加者】8 名(事務局含む)

【要 旨】 

・タンスのゲン(株) 
20 年以上 EC サイトのみで商品を販売しているタンスのゲン(株)は E コマース市場参入後、毎年

約 10％超の成長を遂げている。EC サイトや物流を取り巻く昨今の状況や、同社や外部の物流拠点

の運営に欠かせない社内システムについて学んだ。 

・日本製鉄(株)九州工場 

戸畑エリア内の高炉工場、延熱工場を見学した。製鉄所の歴史や、鉄鉱石が私たちの身の回りに

ある鉄になるまでの製造の一部始終を学んだ

事業効果
タンスのゲン(株)では効率的な物流プロセスについて学び、最先端のデジタルマーケテ

ィングや DX 化の知見を持つ同社の環境を間近で見られた。 

日本製鉄(株)では三条の地場産業を支える鉄について理解を深めることができた。

決算見込

決算見込額 1,171,169 円(当初予算額：1,016,800 円) ※三条市産業振興補助金活用

内訳：航空賃 600,000 円、貸切バス代・有料道路等 311,410 円、宿泊代 160,400 円、 

企画料金 55,000 円、参加者キャンセルに伴う返金 ▲140,080 円、通信費 2,526 円、 

懇親会・昼食代 135,740 円、保険代 4,000 円、諸費 42,173 円



観光・サービス業部会「全国観光振興大会 in 長崎」実施報告   報告(１０)③資料

実施概要 

【取りまとめ期間】 令和 6年 10月 3日～11月 29日まで 

【案内先】     当所全会員宛 FAX にて送信。 

【取りまとめ結果】 当初 3名の申し込みがあったが、申込者からの申し出により 

全員キャンセルとなった。 

事業効果 取りまとめのみであり、大会に不参加となったため、事業効果は測定できず。 

決算見込
49,124 円(実行予算額 130,000 円、当初予算額 0円) ※三条市産業振興補助金活用

内訳：全会員宛 FAX 通信代(案内 3枚送付)49,124 円 



食品関連部会「食品関連先進事例研修」実績報告         報告(１０)④資料

実施概要 

【旅程・視察先】令和 6年 11 月 13 日(水) 9:00 三条商工会議所集合

 三条商工会議所→長岡市中央公民館（㈱プラントフォーム 山本社長からの講話） 
→(株)プラントフォーム（長岡市上前島)→海風亭 寺泊 日本海にて昼食懇談会 

→15:00 会議所着、解散 

【参加者】10 社 11 名 
【要 旨】 

チョウザメを養殖しその排泄物を含んだ水を利用してレタス等を 

水耕栽培している工場。レタスは約 25 日で収穫、キャビアは最短 
3 年で採取できる。 

植物工場の施工条件は、①大規模工場による進出 ②効率化が図れる 

生産技術の導入 ③大量生産に対する販路の確保の 3 つ。 
またメリットは、いつでも・どこでも・誰が作っても同品質で安定 

生産できることである。そのため、品質での差別化が難しいとのデ 

メリットがあり、価格での差別化を図るしかなく、価格競争・販路 
開拓が厳しい産業である。 

事業効果

参加者から「誰のために行っている事業なのか、芯や気持ちを考えさせられた」「個人では見
れない場所まで見学でき良かった」「一次産業が循環していけば良いと感じた」との意見があ
った。山本氏の一次産業を盛り上げたいという熱い思いも伝わり、有意義な視察となった。 
自社にとって付加価値とは何かを再認識できた。 

決算見込

決算見込額 187,715 円(当初予算額：319,100 円) ※三条市産業振興補助金活用

内訳：有料道路代(マイクロバス・公用車)1,640 円、日当(副会頭・専務理事・事務局 2名)7,200 円

バス借料 66,000 円、会場借料 800 円、通信費 16,365 円、見学料 55,000 円 

保険料(@250×14 名)3,500 円、懇談会開催費(@2,500×14 名)35,000 円、土産代 2,210 円 



金融部会「日本銀行新潟支店長講演会」実施報告         報告(１０)⑤資料

実施概要 

【日 時】令和 6年 12月 25 日(水) 17：00～18：30 (終了後、懇親会)

【会 場】ジオ・ワールドビップ ※Zoom によるハイブリッド開催

【テーマ】『新潟経済の現状と課題』 
【講 師】日本銀行新潟支店 支店長 平形尚久 氏 

【参加費】講演会：無料、懇親会：1名 5,000 円 

【参加数】会場 42社 58名、Zoom 9 社 9名（ほか市議会議員、市・会議所職員24名）
【共催等】主催 三条商工会議所／共催 三条市 

【要 旨】豊富なデータと分析により、日本・新潟の経済情勢を丁寧に解説した。

 ・日本企業の労働生産性の成長率は大企業は上昇傾向にあるが中小企業は 1990 年頃からほぼ横ば

い。価格転嫁・設備投資に関しても大企業と比較して中小企業は十分に行えていない。 

・人手不足が強まっている一方で賃金は伸びている。1990 年代から生産年齢人口が減る中、2010

年頃より女性・高齢者の労働参加により就労者数は増加していたが、団塊の世代の引退により就

労者数は減少、人手不足はしばらく続くと見込まれ、人手不足倒産も増加している。新潟県にお

いては全国よりも急速に労働供給の余地が縮小している状況。 

・緩やかに景気が回復していくことの実感が沸かないのは、エネルギー等輸入品価格の上昇や、労

働時間減少による収入減等が要因。また所得格差により人によって回復幅も変わることや、上記

のように回復していると実感できない指標が多いのも要因である。 

・米国は所得格差があり偏った成長であるが GDP が伸びており、金融政策として利下げはするが

その頻度を減らしている状態。日本は賃金・物価、為替の動きを見つつ見通し通りであれば利上

げは続く見込み。 

事業効果
講師のあらゆるデータから国内、県内の経済情勢を把握することが出来た。講師の話から、現在の

苦しい状況がしばらく続くと読み取った参加者が多いようであった。

決算見込

716,805 円 (当初予算 685,000 円、実行予算 687,500 円)   ※三条市産業振興補助金活用

内訳：講師謝金 0円、借料(会場・プロジェクタ)121,000 円、資料印刷代 30,000 円、 
通信費(FAX 代)16,305 円、Zoom 撮影・配信委託料165,000 円、懇親会開催費 324,000 円、 
バンケットレディ 60,500 円 



総務委員会「変形労働時間届出促進補助金、無料個別相談会」実施報告 

実施概要

●変形労働時間届出促進補助金 

【申 込 数】0社 

●無料個別相談会 

【相談会日時】10月 29 日(火) 13:00～16:00 参加 0社 

【相談会日時】10月 31日(木) 13:00～16:00 参加 0社 

【相談会日時】11月 05日(火) 13:00～16:00 参加 0社 

【相談会日時】11月 07日(木) 13:00～16:00 参加 0社 

【相談会日時】11月 12日(火) 13:00～16:00 参加 0社 

【相談会日時】11月 14日(木) 13:00～16:00 参加 0社 

【会  場】三条商工会議所 4階 研修室 

【対応労務士】特定社会保険労務士 長谷川克一 氏 

赤塚社会保険労務士事務所 赤塚志帆 氏 

【対応労務士】小川労務事務所 小川浩司 氏 

【対応労務士】社会保険労務士労務カフェテリア 佐野和寿 氏 

事業効果
昨年度に引き続き「変形労働時間届出促進補助金」、「無料個別相談会」を実施。三條新聞で広告を2回

出したが、0件となり、事業効果はなかった。

決算見込
290,837 円（当初予算 288,000 円） 

(内訳：謝金 132,000 円、通信費 48,837 円、広告費110,000 円）

報告(10)-⑥資料



【収入の部】 (単位：円)

決算見込額 当初予算額 比較増減

1 三条市産業振興補助金 290,837 288,000 2,837

290,837 288,000 2,837

【支出の部】 (単位：円)

決算見込額 当初予算額 比較増減

1 補 助 金 0 100,000 ▲ 100,000

2 謝 金 132,000 88,000 44,000 ＠22,000×6回

3 通 信 費 48,837 50,000 ▲ 1,163

4 印 刷 費 0 50,000 0

5 広 告 費 110,000 0 110,000 ＠55,000×2回

290,837 288,000 52,837合 計

「変形労働時間届出促進補助金、個別相談会」決算見込書

項 目 摘  要

合 計

項 目 摘  要



三条商工会議所青年部の主な活動 

【報  告】 
●集まれ ぼくらの林間学校
《日  時》2024年 10月 19日(土) 13 00 19 00 
 《会  場》三条市グリーンスポーツセンター 
《内  容》参加者をグループ分けし、買い出しや調理、食事までをグループ単位で行い、秋の味覚創造コンテストを開催した。 
《参加者数》31名 
《参 加 費》4,000円/名 
《決 算 額》144,632 円（うち青年部支出 20,632円） 

●池の水全部抜いてみた大作戦  with 三条 YEG 
《日  時》2024年 11月 3日(日) 8:00 11:30 
      【第 1部】8:00 9:30 
      【第 2部】10:00 11:30 
《会  場》下保内山村広場施設内 中央ため池 
《内  容》近年における社会情勢や生活様式の変化、気候温暖化等、様々な要因によって自然と触れ合う機会（いわゆる外遊び）が 

減少している子供達とために池の水を抜いて「かいぼり（生き物調査）」を行った。 
《参 加 者》68名 
《参 加 費》無料 
《決 算 額》252,674 円（うち青年部支出 252,674円） 

報告(11)資料



●Tsubame Sanjo Day 
《日  時》2024年 11月 8日（金）10:00 16:00、11月 9日（土）10:00 15:00  
《会  場》燕三条地場産業振興センター  大ホール 
《内  容》燕三条地域の製品・サービスをアピールする見本市を開催。また、三条商工会議所青年部、燕商工会議所青年部の活動を

PRするブースを設け、来場者にそれぞれの活動を PRした。 
《出展社数》三条市・燕市の事業所59社 60小間 
《出 展 料》20,000 円 
《来場者数》1,257名 
《決 算 額》1,894,534円（青年部支出 572,534円） 

●令和 6年度 臨時総会及び懇親会 
《日  時》2024年 11月 22日(金) 通常総会 18:30  懇親会 19:20 
《会  場》ザ・ガーデンテラスおゝ乃 
《内  容》令和 7年度会長候補者の推薦・審議を行い、第 22代会長に山田賢氏を承認した。 
《出 席 者》総会出席 73名(うち委任状出席 27名) 
《参 加 費》6,000円（懇親会参加者のみ） 
《決 算 額》316,000 円（青年部支出 40,000円） 



●起業アイディアセミナー   人気芸人から絶望、そして創業 
《日  時》2024年 12月 10日(火) 
      【セミナー】19:00 19:40 【クロストーク】19:50 20:30 
《会  場》三条市体育文化会館 多目的ホール 
《内  容》第 1部では燕三条エリアの次世代リーダー候補に対し、どん底から未経験の業種で創業し、成功するまでの経験談につい 

て講演いただいた。第 2 部は三条商工会議所青年部会長、燕商工会議所青年部会長を交えクロストークを行い、燕三条エ
リアへの内外的な視点についての情報を提供した。 

《講  師》(株)ピカピカ 入江 慎也 氏 
《参 加 者》213 名 
《参 加 費》無料 
《決 算 額》436,672 円（青年部支出 421,672 円） 

【今後の予定】 
●三条商工会議所青年部 OB交流会 
《期  日》2025年 2月 8日(土) ボウリング大会 16 00   懇親会 18 30 
《会  場》ザ・ガーデンテラスおゝ乃 
《内  容》青年部現役会員と青年部OB・OGの混合 4人 1組でチーム対抗ボウリング大会を行う。 
《参 加 費》ボウリング大会 2,000円/名  懇親会 7,000 円/名 
《予 算 額》950,000 円（青年部支出 226,700円） 



●目指せ本寺マイスター 三条中心市街地歴史探訪ツアー
《期  日》2025年 3月 1日(土) 17 00 20 00 
《行  先》三条市中心市街地（北三条駅 本寺小路 神明宮周辺）
《内  容》県外や海外からの来訪者と接する機会が増えてきた昨今、参加者が地元を語れる知識を身に付けるため、本寺小路を中心 

とした三条中心市街地の歴史や文化の変遷を学ぶツアーを行う。 
《予定人数》80名（一般参加30人、三条エコノミークラブ・(一社)燕三条青年会議所会員20人、青年部会員30人） 
《参 加 費》4,000円/名 
《予 算 額》495,000 円（青年部支出 160,000円） 

●令和 6年度卒業式及び懇親会 
《期  日》2025年 3月 8日(土) 卒業式 18 30   懇親会 19 20 
《会  場》ザ・ガーデンテラスおゝ乃 
《内  容》2024度卒業される会員に対し、卒業を祝福する式典を開催する。 
《参 加 費》7,000円/名（懇親会参加者のみ） 
《予 算 額》650,000 円（青年部支出 300,000円） 



三条商工会議所女性会の主な活動 

【報  告】 

・1月 27日（月） 三条女性会 役員会 

          協議事項 1）次年度事業計画及び収支予算について 

               2）役員改選について 

                  次期会長予定者 山井多香子氏（現副会長・(株)スノーピーク） 

               3）その他 

                  次年度 1名入会見込み（現在会員数 23名） 

【今後の予定】 

R6 年度 

・2月 7日（金） 県女連 正副会長会議（幹事会議所 小千谷）

R7年度 

・4月 28日（月） 役員会

・6月 第 2週 通常総会

報告(１２)資料 



 報告(13)資料

共催・協力・後援・協賛等の依頼、外部からの委員等就任依頼について

受付日 テーマ・事業名等 諾否

12月13日 日 時 ： 承諾

内 容 ：

受付日 テーマ・事業名等 諾否

11月21日 日 時 ： 承諾

AI（人工知能）と人権 内 容 ：

11月29日 三条市奨学金返還支援事業 内 容 ： 承諾

12月23日 令和6年度三条市二十歳を祝う会 日 時 ： 承諾

内 容 ：

1月7日 「時代を切り開く～共感を生むリーダー 日 時 ： 承諾

シップと巻き込む力～」講演会 内 容 ：

受付日 テーマ・事業名等 諾否

12月4日 三条市「建国記念の日を奉祝する市民 日 時 ： 承諾

の集い」 内 容 ：

12月11日 県央おしごと図鑑 内 容 ： 承諾

申し出団体 開催日・内容等

〇共　催　依　頼

申し出団体 開催日・内容等

三条公共職業安定所 県央地区就職ガイダンス2025 令和7年3月7日(金)12：45～15：35

題を考えることを目的に開催。

名義使用、会員へFAXで周知

学生の業界・企業研究の場として大学等の学生を対象に就職活動

を支援、及び管内事業所への就職促進を図るため開催。

〇協　力　依　頼

三条市 令和6年度地域人権啓発活性化事業 令和7年1月26日(日)14：00～15：40

会報折込サービスの利用及び利用料免除

ChatGPTをはじめとする生成AIの重大なプラス面・マイナス面の問

〇後　援　依　頼

三条市 会報折込サービスの利用及び利用料免除

三条市への移住定住及び就労の促進を図るため、奨学金の返還

の支援を行う事業。

三条市 令和7年3月20日(木・祝)8：30～17：00

当所駐車場の借用

(一社)燕三条青年会議所 令和7年2月17日(月)19：00～21：00

会員へFAX並びに当所HPでの周知

芸人・童話作家 西野亮廣氏による講演。

(株)まるごとメディア新潟県央事 名義使用

申し出団体 開催日・内容等

三条市「建国記念の日を奉祝す 令和7年2月11日(火・祝)12:00～15:30

る市民の集い」実行委員会 名義使用

建国記念の日を迎えるにあたり、日本国家創業の古を偲び、建国

の理想に想いを馳せる。映画上映・記念式典・記念アトラクションを

開催する。

務所 キャリア教育の副読本「県央おしごと図鑑」を三条市・燕市・加茂市

の小学5年生・中学2年生を対象に配布。



受付日 テーマ・事業名等 諾否

12月17日 「こころの健康づくり講演会」動画配信 期 間 ： 承諾

内 容 ：

12月23日 燕三条脱炭素チャレンジ成果報告会 日 時 ： 承諾

内 容 ：

12月23日 2024年度「いのち・愛・人権」新潟展 期 間 ： 承諾

内 容 ：

〇協　賛　依　頼

受付日 テーマ・事業名等 諾否

11月12日 第16回「イルミネーション！コミュニケー 期 間 ： 承諾

ション！」 協 賛 金 ：

〇外部からの委員等就任依頼

受付日 依頼の内容 任期 諾否

9月27日 顧問　推薦 1年 承諾

動画配信を行う。

申し出団体 開催日・内容等

三条市 令和7年3月1日(土)～31日(月)

当所HPでの周知

11月に開催した講演会「お疲れリセット！よく眠り楽しい毎日を」の

人権・同和教育及び人権啓発促進の一環として開催。

e-dash(株) 令和7年2月10日(月)16:00～18:00

名義使用、会員へFAXで周知

地域における脱炭素化の取り組みの促進及び普及啓発を目的に

開催。

「いのち・愛・人権」新潟県実行 令和7年2月6日(木)～12日(水)

委員会 名義使用

申し出団体 開催日・内容等

(一社)県央研究所 令和6年12月2日(月)～令和7年1月15日(水)

10,000円

申し出団体

(一社)燕三条青年会議所 [令和7年1月1日～令和7年12月31日]

被推薦者：兼古会頭





その他資料 

能登半島地震復興への職員応援派遣 

R6 年 1 月 1 日に発生した能登半島地震、その後 10 月に発生した奥能登豪雨への現地復興支援として下記の

職員を派遣いたしました。 

職氏名   ①事務局次長・総務課長・企画課長  木歩士康弘 

      ②中小企業相談所次長・企業支援課長 鳥部 隆行 

期 間   ①業務期間 2024年（R6）１２月２３日（月） ２５日（水）

②業務期間 2025年（R7）１月２０日（月） ２４日（金）

場 所  能登事業者支援センター（石川県輪島市三井町 10 11 1 のと里山空港内） 

内 容   主として「なりわい再建補助金」、「持続化補助金（災害枠）」の相談・申請対応 

その他   企業支援課課長補佐の川上拓也（R6 年 2/28(水) 3/1(金)、企業支援課課長補佐の須藤亮介
（R6年 7/8(月) 12(金)）に続き、当所からは４名の復興支援派遣となる。


